
事業区分 ( 6 ― 1 )

＜事業実施実績＞

参加者

一般
(ｽﾀｯﾌ)

５０

(　9　)

４０

(　3　)

(　1　)

８０

(　8　)

(　1　)

(　6　)

(　1　)

(　2　)

(　11　)

１００

(　8　)

(　1　)

(　13　)

＜効果と成果＞

6月22日

10月15日

(氏名）

朝倉  有子

毎月第2木曜　概ね約30分

自由演劇倶楽部　えん

市民による自由演劇俱楽部 の推進事業

場所

(職名）

代表

堀内正美氏講演会にて朗読劇「美奴売の松原」を公演

ワンコイン番組で収録予定の朗読劇の㏚などを収録。視聴62回

朗読劇「Shall  we  Dance?  人生の主役は私」の収録。視聴75回

8月24日

8月30日

映画『わたしの居場所』の撮影に参加

ラジオ番組「知らんかったぁ～神戸のあんなこと、こんなこと」で
「神戸のお宮さん巡り2」を収録　視聴22回

地域づくり活動NPO事業助成事業　実績報告

活動内容

（勉強会や定例会、講演会、イベントなどを幅広に記入）

甲南げんき村オープニングにて朗読劇「北向き地蔵」を公演

ラジオ番組「知らんかったぁ～神戸のあんなこと、こんなこと」で
「神戸のお宮さん巡り1」を収録　視聴100回

5月30日

6月13日

映画『明日のわすれもの』の上映会

ラジオ番組「知らんかったぁ～神戸のあんなこと、こんなこと」で
「松の嫌いな神様」を収録　視聴94回

4月25日

代表者名

※講演会、イベント等はタイトル・講師・会場等を併記

第7回伊丹コレクションにて朗読劇「溝滝」を公演

7月18日

団体名

事業名

年月日

定例は「月1回」

「毎〇曜日」等で
記入

4月6日

4月18日

10月31日
「知らんかったぁ～神戸のあんなこと、こんなこと」の内容を説明す
る

発声練習（定
例）

9回の公演を行った。高齢者から子どもまで幅広い世代に民話を届けることができた。

また、地域の歴史や史跡の由来を知ってもらう機会を提供できた。

劇団活動が地域の方々の元気づくりにつながることをアピールできた。

地域の人々が民話の朗読劇を通じて地域に関心を持ってもらえるように、今年度も新作を含めて

東リ伊丹ホー
ル

コープ甲南

エフエムわい
わい

コープリビン
グ甲南

エフエムわい
わい

あすパーク

エフエムわい
わい

エフエムわい
わい

エフエムわい
わい

灘区民ホール

さくらFM

あすパーク



＜今後の展望＞

＜収支決算書＞
（収入）

（支出）

金　額（円)

１０６,１２１

３２,８７９

１３９,０００

地域づくり活動NPO事業助成金

自己資金等

１１,０７１

５７,５００

３７,５５０

１０６,１２１

３３,７８０

１３９,９０１

項　　　目

消耗品費

謝金

旅費交通費

間接経費（一般管理費）

助成対象金額
（円）

区分

９０１

１３９,９０１

左のうち

１１,０７１

５７,５００

３７,５５０

項　　　目 金　額（円)

１３９,０００

合　計

直
　
接
　
経
　
費

９月には朝倉代表が灘区の鷹匠中学で災害文化の伝承授業を行った。

民話の朗読劇を始めて数年経過したが、まだまだ民話や民話に出てくる史跡が知られていない。

朗読劇のスタイルをもっと工夫していく必要がある。

公演活動を神戸市の全区や市外にも広げていきたい。

朗読劇に発声練習、台詞遊び、歌や演奏、体操などを加えてより充実させたい。

劇団の維持強化のためにサポートメンバーをさらに増やしていく必要がある。

「知らんかったぁ～神戸のあんなこと、こんなこと」を期間中に３回行った。また、社会問題を

テーマにした朗読劇を８月に行った。

「エフエムわいわい」では地元神戸の意外と知られていない事柄を朝倉代表が紹介するラジオ番組

発声練習については地域の人々に大きな声を出す機会を作り、高齢者の健康維持や増進に貢献した。

小　計

合　計


